
企画提案審査方式による選定結果一覧表 

 

公 表 項 目 内      容 

１ 契約名 山梨県立美術館附属デザインセンター施設整備業務委託 

２ 審査年月日 令和６年８月３０日 

３ 評価基準、配点及び

評価 

（業者） 

株式会社 乃村工藝社 

（業者） 

 Ａ社 

 

 

 

（評価基準） 
業務実施体制 
（配点：６０） 

５３／６０ 

 

５２／６０ 

 
（評価基準） 
企画提案内容 
（配点：４８０） 

３７７／４８０ 

 

３２１／４８０ 

 
（評価基準） 
価格 
（配点：６０） 

４８／６０ 

 

６０／６０ 

４ 総合評価の審査結果 ４７８／６００ ４３３／６００ 

５ 契約の方法 企画提案審査随意契約 

６ 契約候補者の名称 株式会社 乃村工藝社 

７ 契約締結年月日 令和６年１０月１日 

８ 契約金額(税込) ５５，３３０，０００円 

９ 随意契約の理由及び

根拠法令 

山梨県立美術館附属デザインセンター（以下「デザインセンター」という。）

は、デザイン思考を県内に波及させていくハブとなり、デザインの力で各産業

の高付加価値化を推進するとともに、デザイン思考を活用した政策形成により、

地域の活性化や社会課題の解決を図っていく必要がある。 

また、美術館が蓄積してきた知見を活用し、地場産品などについて、アート

と結びついた洗練されたデザインを生み出す支援を行っていく必要がある。 

本件は、こうした活動を行うシンボリックな拠点として、更にデザイナー等

のコミュニティの場となり、新たな価値やイノベーションを創出する拠点とし

ての施設を整備する業務である。 

デザインセンターの施設には、高度なデザイン性、機能性を兼ね備えた洗練

された空間が求められ、他にはない斬新なアイデアや独自性が重要である。企

画提案では、各事業者の独自のアイデアやデザインコンセプトを評価すること

ができ、求心力・発信力のあるシンボリックな空間の実現が期待できる。 

また、本業務は施設全体の企画・設計から施工までを一連の業務として行う

ものであり、募集の時点で仕様の変動の可能性が高い業務である。 

これらの理由から、デザインセンター施設整備事業者の選定においては、複

数の事業者の提案から企画内容が最も優れた者を契約の相手方として選定する

方式によること、及び優先交渉権者選定後の契約交渉が可能となる方式による

ことが適切である。 

（根拠法令） 

・地方自治法施行令第１６７条の２第１項第２号により随意契約 

・山梨県財務規則第１３７条第３項に規定する特別の理由がある場合に該当す

るものとして、見積もり合わせを省略 

10 所属名 山梨県観光文化・スポーツ部文化振興・文化財課 



 


